
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウォーターポンプの駆動により飼育用水を飼育施設の飼育水域内に流動させて、この飼
育水域内の水中生物を飼育するようにした水中生物の飼育装置であって、
　前記飼育用水の流動管路に、所定の流速で流動する前記飼育用水のクラスターを磁気力
により細分化する磁気処理装置を設けて、前記飼育水域内を前記水中生物の飼育に適した
環境にするようにし
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、
　前記磁気処理装置は、角立方体の一方の異方性磁気体を磁性体製の一方の磁石保持ケー
スに収容した一方の磁気処理体と、角立方体の他方の異方性磁気体を磁性体製の他方の磁
石保持ケースに収容し且つこの他方の磁石保持ケースに前記一方の磁石保持ケースをその
合せ目において磁気誘導複極閉回路を構成するように磁気吸着させて前記一方の磁気処理
体に接続される他方の磁気処理体とを備え、前記一方及び他方の磁石保持ケースの合せ目
に、前記飼育用水が流動する非磁性体製の接続管を挟み込んで前記合せ目において互いに
磁気吸着し、前記一方及び他方の磁石保持ケースを前記磁気誘導複極閉回路の一部にする
と共に、前記一方の異方性磁気体と前記他方の異方性磁気体との磁極間において前記飼育
用水の流れに対して直角な磁界を形成し前記飼育用水に前記磁界を印加するものであり、
　前記接続管が、非鉄金属からなる外側管体と、この外側管体の内部に収容され且つ前記
外側管体の内壁部との間に、前記接続管の入口側から出口側に抜ける流路を形成し且つ前
記外側管体と異なる非鉄金属からなる内側管体とで構成してあり、前記外部管体と前記内
部管体との間には、２種類の非鉄金属のそれぞれが有する電位（Ｈ＝０Ｖ基準の標準電位



特徴とする水中生物の飼育装置。
【請求項２】
　前記外側管体が、単極電位がプラス電位の一価と二価や三価の物理化学的性質を有する
非鉄金属管で構成されており、前記内側管体が、単極電位がマイナス電位の物理化学的性
質を有する非鉄金属管で構成されていることを特徴とする請求項 に記載の水中生物の飼
育装置。
【請求項３】
　前記２種類の非鉄金属が、金（Ａｕ）とチタン（Ｔｉ）の場合、プラチナ（Ｐｔ）とチ
タン（Ｔｉ）の場合のいずれか一つであることを特徴とする請求項 に記載の水中生物の
飼育装置。
【請求項４】
　前記飼育水域に前記飼育用水を循環させる前記ウォーターポンプを有する飼育用水循環
系を備え、この飼育用水循環系にゼオライト濾過体を配置し、前記ウォーターポンプの駆
動により、前記磁気処理装置を通過した前記飼育用水を前記ゼオライト濾過体で濾過して
前記飼育水域に循環させるようにした請求項１乃至請求項 のいずれかの一に記載の水中
生物の飼育装置。
【請求項５】
　前記飼育施設は、養魚施設、活魚飼育施設、金魚飼育施設、水族館のような観賞用水槽
施設である請求項１乃至請求項 のいずれかの一に記載の水中生物の飼育装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、養魚施設、活魚飼育施設、金魚飼育施設、水族館のような観賞用水槽施設等の
飼育施設における飼育水域内に飼育用水を流動させて、この飼育水域内の水中生物を飼育
するようにした水中生物の飼育装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
養魚施設、活魚飼育施設、観賞用水中生物施設、金魚飼育施設等の飼育施設における循環
濾過池の原理は、飼育池からの排水をまず沈殿槽に導いて固形有機物を沈殿除去し、更に
、濾過槽を通して溶存有機物を好気性細菌により酸化分解させたのち、再び飼育池に注入
して魚を飼育する、というものである。
【０００３】
循環濾過池では、池水中の植物プランクトンによる水質浄化や酸素補給は期待できない。
そこで有機物の処理はその大部分を濾過槽や沈澱槽において行い、酸素の補給は機械力ま
たは落差を利用した曝気によって行うようにしている。
【０００４】
したがって、循環濾過池において、飼育魚の糞や残餌などに含まれる含窒素有機物の無機
化過程において生成され、また鯰や腎臓（尿）から直接排泄された水中のアンモニアは、
飼育用水が濾過槽を通過する過程で濾過材表面に増殖した硝酸化成細菌により亜硝酸塩、
次いで硝酸塩へと酸化分解される。硝酸化成細菌が増殖し、その活性を発現させるために
は分子酸素を必要とする。
【０００５】
そのため、濾過槽を通過する際、濾過水中の溶存酸素が乏しい状況下では硝酸化成細菌の
増殖・活性が阻害されてアンモニア態窒素の酸化反応が進行せず、そのまま多量に水中に
蓄積する結果となる。また、濾過床における細菌群の有機物分解活性は濾過床の深さに関
係なく、どの深さにおいてもほぼ一定であるが、硝化反応の活性は濾過床の表層で最も高
い。
【０００６】
以上のことから、濾過床通過前に濾過水（飼育用水）をよく曝気させて溶存酸素の増加を
図ることが肝要であり、同じ量の濾過材で浄化効果を発揮させるには、濾過床の深さを浅
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）の差（電位差）が存在することを
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くして表面積を広くすることが有効であるとされている。
【０００７】
また、閉鎖系水域である観賞用水槽には雑菌が繁殖しやすい。雑菌は魚類の病気の原因の
ーつになり、魚類の健康の維持と観賞効果の維持のために、雑菌を除去しなければならな
い。
【０００８】
一方、磁気処理は、液体改質など、広い分野の改善に利用され得ることが知られている。
その理由は、液体の流れにおいて、直角に磁界が印加されることにより、いわゆるローレ
ンツ力を発生し、このローレンツ力は液体分子を細分化し、荷電粒子に作用して液体分子
と荷電粒子とが分離することになり、したがって、液体中の各種原子の配列、分布などの
構造が変化して液体の性質が変化するために、密度、表面張力、粘度、誘電率、電解質の
溶解速度などの増大、または、電気伝導度、気体溶解度などの上昇など種々の効果を生じ
て液体の活性化を実現するからである。
【０００９】
そして、磁気処理した水または水を主体とした液体、またはこれらの液体を含む有機液体
である磁気水は、用水、配管の赤水、赤錆対策及びスケール、スラッジ防除、農業、園芸
における植物の成長促進、食品製造における食品の鮮度保持、魚介類の養殖促進、燃料油
改質による燃料効率の改善など、広い分野に利用され得ることが知られている。
【００１０】
そして、各種の陽、陰イオン及び帯電した微細粒子などの荷電粒子を含む被処理液体の流
れに対して単純な磁界を形成し印加する従来の磁気処理装置としては、図９及び図１０に
開示された技術がある。
【００１１】
この開示技術は、第１、第２の分割体５０Ａ、５０Ｂを有しており、第１の分割体５０Ａ
は合成樹脂製のケース５１を備えており、このケース５１の互いに対向する面部には半円
状の溝５２が形成してあり、このケース５１の底部には永久磁石５３が固着してある。
【００１２】
また、第２の分割体５０Ｂは合成樹脂製のケース５４を備えており、このケース５４の互
いに対向する面部には半円状の溝５５が形成してあり、このケース５４の底部には永久磁
石５６が固着してある。
【００１３】
そして、第１の分割体５０Ａと第２の分割体５０Ｂとを、処理対象としての水を流す金属
製の管体６０を挟んだ状態（第１、第２の分割体５０Ａ、５ＯＢの溝５２、５５が成す円
孔に管体６０が挿入される）で互いに連結して使用される。
【００１４】
また、本出願人は、先に特願平１０－１４９２２５号において、ミネラル成分の分子を含
む液体燃料の流れに対して直角な磁界を形成し印加する排出ガスの有害物質処理装置を提
唱し、また、特願２０００－６６８４号において、自動車等が排出する排気ガス中の一酸
化炭素（ＣＯ）、炭化水素（ＨＣ）及び窒素酸化物（ＮＯ X ）、黒煙等の有害物質を減少
せしむる排出ガスの有害物質処理装置を提唱し、また、特願２００１－１８３３９４号に
おいて、自動車等が排出する排気ガス中の一酸化炭素（ＣＯ）、炭化水素（ＨＣ）、硫黄
酸化物（ＳＯｘ）及び窒素酸化物（ＮＯｘ）、黒煙等の有害物質を減少せしむる液体燃料
の活性化による排出ガス抑制装置を提唱した。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
上記した従来の前者の磁気処理装置は、処理対象としての水を流す金属製の管体６０を挟
んだ状態（第１、第２の分割体５０Ａ、５ＯＢの溝５２、５５が成す円孔に管体６０が挿
入される）で互いに連結して使用されるものであり、磁気処理装置自体に接続管を有する
ものではない。また、磁気処理保持ケースもなく磁気誘導閉回路を構成しておらず、単に
永久磁石５３，５８を向かい合わせたものに過ぎない。
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【００１６】
また、上記した従来の後者の磁気処理装置は、液体燃料の流れを磁界に晒すために、この
液体燃料を流す接続管を使用している。本出願人は、鋭意研究の結果、この接続管として
、非磁性体であってイオン化傾向の大きい物質もしくはイオン化傾向の小さい物質を素材
した非鉄金属で製作された内外２つの管体を使用することによって、液体燃料の改質を見
出すと共に、より液体分子の細分化を実現した。
【００１７】
そして、従来の後者の磁気処理装置における液体分子の細分化を、飼育用水を飼育施設の
飼育水域内に流動させて、この飼育水域内の水中生物を飼育するようにした水中生物の飼
育装置に応用することで、飼育施設を水中生物の飼育に適した環境にすることができるこ
とを見出した。
【００１８】
本発明の目的とするところは、所定の流速で流動する飼育用水のクラスターを磁気力によ
り細分化して飼育水域を水中生物の飼育に適した環境にすることができる水中生物の飼育
装置を提供することにある。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために、本発明に係る水中生物の飼育装置は、ウォーターポンプの
駆動により飼育用水を飼育施設の飼育水域内に流動させて、この飼育水域内の水中生物を
飼育するようにした水中生物の飼育装置であって、飼育用水の流動管路に、所定の流速で
流動する飼育用水のクラスターを磁気力により細分化する磁気処理装置を設けて、飼育水
域内を水中生物の飼育に適した環境にするようにしたものである。
【００２０】
かかる構成により、水中生物の飼育装置において、磁気処理装置により飼育用水に磁気力
を与えることによって、この所定の流速で流動する飼育用水のクラスターを磁気力により
細分化して、飼育水域内の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし
、また、硝酸化成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促
進させ、また、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を水中生物
の飼育に適した環境にすることができる。
【００２１】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置は、上記した本発明に係る水中生物の飼育装置に
おいて、磁気処理装置は、角立方体の一方の異方性磁気体を磁性体製の一方の磁石保持ケ
ースに収容した一方の磁気処理体と、角立方体の他方の異方性磁気体を磁性体製の他方の
磁石保持ケースに収容し且つこの他方の磁石保持ケースに前記一方の磁石保持ケースをそ
の合せ目において磁気誘導複極閉回路を構成するように磁気吸着させて一方の磁気処理体
に接続される他方の磁気処理体とを備え、一方及び他方の磁石保持ケースの合せ目に、飼
育用水が流動する非磁性体製の接続管を挟み込んで合せ目において互いに磁気吸着し、一
方及び他方の磁石保持ケースを磁気誘導複極閉回路の一部にすると共に、一方の異方性磁
気体と他方の異方性磁気体との磁極間において飼育用水の流れに対して直角な磁界を形成
し飼育用水に前記磁界を印加するものである。
【００２２】
かかる構成により、飼育用水に、例えば、毎秒１．２ｍから１．６ｍの流速を与えること
で、この飼育用水が流れる管路（接続管）内で、飼育用水に微量に含有する金属元素（カ
ルシウム、ナトリウム、マグネシウム、カリウム、アルミニウム、鉄、チタン）等の帯電
体（荷電粒子）に、静電気（例えば、毎秒１．２ｍでは０．０６ｍＡ、流速毎秒１．６ｍ
では０．０８ｍＡ）が発生し、接続管において外側管体と内部管体との間に電位差が発生
することでイオン結合を不安定にさせると共に、一方の異方性磁気体と他方の異方性磁気
体との磁極間に、例えば４０００ガウスから８０００ガウスの磁界の磁気を接続管に印加
することで起電力を発生させて、帯電体を接続管の素材が有する＋イオンに反応させてイ
オン化させることができる。
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【００２３】
このように、飼育用水を磁力と流動と電位差により飼育用水のクラスターを細分化して、
飼育水域内の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸
化成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また
、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を水中生物の飼育に適し
た環境にすることができる。
【００２４】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置は、上記した本発明に係る水中生物の飼育装置に
おいて、接続管が、非鉄金属からなる外側管体と、この外側管体の内部に収容され且つ外
側管体の内壁部との間に、接続管の入口側から出口側に抜ける流路を形成し且つ外側管体
と異なる非鉄金属からなる内側管体とで構成してあり、外部管体と内部管体との間には、
２種類の非鉄金属のそれぞれが有する電位（Ｈ＝０Ｖ基準の標準電位）の差（電位差）が
存在するものである。
【００２５】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置は、上記した本発明に係る水中生物の飼育装置に
おいて、外側管体が、単極電位がプラス電位の一価と二価や三価の物理化学的性質を有す
る非鉄金属管で構成されており、内側管体が、単極電位がマイナス電位の物理化学的性質
を有する非鉄金属管で構成されているものである。
【００２６】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置は、上記した本発明に係る水中生物の飼育装置に
おいて、２種類の非鉄金属が、金（Ａｕ）とチタン（Ｔｉ）の場合、プラチナ（Ｐｔ）と
チタン（Ｔｉ）の場合のいずれか一つである。
【００２７】
かかる構成により、２種類の非鉄金属のそれぞれが有する電位（Ｈ＝０Ｖ基準の標準電位
）の差（電位差）を確実に発生させることができる。このために、より飼育用水のイオン
結合を不安定にさせることができる。
【００２８】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置は、上記した本発明に係る水中生物の飼育装置に
おいて、前記飼育水域に前記飼育用水を循環させる前記ウォーターポンプを有する飼育用
水循環系を備え、この飼育用水循環系にゼオライト濾過体を配置し、前記ウォーターポン
プの駆動により、前記磁気処理装置を通過した前記飼育用水を前記ゼオライト濾過体で濾
過して前記飼育水域に循環させるようにしたものである。
【００２９】
かかる構成により、飼育用水を磁力と流動と電位差により飼育用水のクラスターを細分化
する機能に加えてゼオライトが有する陽イオン交換機能、吸着機能を付加することができ
、より飼育水域中の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また
、硝酸化成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ
、また、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を水中生物の飼育
に適した環境にすることができる。
【００３０】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置は、上記した本発明に係る水中生物の飼育装置に
おいて、飼育施設は、養魚施設、活魚飼育施設、金魚飼育施設、水族館のような観賞用水
槽施設等である。
【００３１】
かかる構成により、養魚施設、活魚飼育施設、金魚飼育施設、水族館のような観賞用水槽
施設等の飼育施設において、磁気処理装置により飼育用水に磁気力を与えることによって
、この所定の流速で流動する飼育用水のクラスターを磁気力により細分化して、飼育水域
内の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸化成細菌
を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、飼育用
水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を水中生物の飼育に適した環境に
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することができる。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態例を図面を参照して説明する。
【００３３】
図１は本発明に係る水中生物の飼育装置の構成説明図、図２は磁気処理装置の斜視図、図
３は同磁気処理装置の側面図、図４は図３のＸ－Ｘ線に沿う断面図である。
【００３４】
磁気処理装置Ａは、図２乃至図６に示すように磁気処理本体Ａ－１を有しており、この磁
気処理本体Ａ－１は、一方の磁気処理体１と、他方の磁気処理体２と、接続管２４とで構
成してある。
【００３５】
一方の磁気処理体１と他方の磁気処理体２とは同構成である。この一方の磁気処理体１は
、軟鉄材料から成るボックス形状の一方の磁石保持ケースである磁石保持ケース３を有し
ており、この磁石保持ケース３は、底面部３Ａと左、右面部３Ｂ、３Ｃと前、後面部３Ｄ
、３Ｅとを有している。また、前、後面部３Ｄ、３Ｅの辺縁部には半円状の溝部６が形成
してある。そして、磁石保持ケース３の底面部３Ａの内面には、角立方体の一方の異方性
磁気体である四角柱状の永久磁石７が固着してあり、また、磁石保持ケース３内には、非
磁性材料である合成樹脂、例えばエポキシ樹脂より成る充填材８が充填してあり、この充
填材８の中央に永久磁石７が表出している。この場合、磁石保持ケース３の角部は、曲げ
角度が５６度以上のアールにしてあり、磁気漏れを防ぐようにしてある。
【００３６】
他方の磁気処理体２は一方の磁気処理体１と同構成ではあるが、説明の便宜上異なる符号
を付す。すなわち、他方の磁気処理体２は、軟鉄材料から成るボックス形状の他方の磁石
保持ケースである磁石保持ケース３－１を有しており、この磁石保持ケース３－１は、底
面部３Ａ－１と左、右面部３Ｂ－１、３Ｃ－１と前、後面部３Ｄ－１、３Ｅ－１とを有し
ている。また前、後面部３Ｄ－１、３Ｅ－１の辺縁部には半円状の溝部６－１が形成して
ある。そして、磁石保持ケース３－１の底面部３Ａ－１の内面には、角立方体の他方の異
方性磁気体である四角柱状の永久磁石７－１が固着してあり、また、磁石保持ケース３－
１内には合成樹脂、例えばエポキシ樹脂より成る非磁性充填材８－１が充填してあり、こ
の非磁性充填材８－１の中央に永久磁石７－１が表出している。
【００３７】
そして、磁気処理本体Ａ－１は、一方の磁気処理体１と他方の磁気処理体２とを、処理対
象液を流す非磁性体で製作された接続管２４を挟んだ状態で互いに連結して構成される。
【００３８】
接続管２４は、外側管体２４Ａと内側収容体である内部管体２４Ｂとで構成してある。外
側管体２４Ａはイオン化傾向の大きい物質もしくはイオン化傾向の小さい物質を素材した
非鉄金属で作成されている。
【００３９】
そして、イオン化傾向の小さい物質としては金（Ａｕ）、プラチナ（Ｐｔ）等が該当し、
金（Ａｕ）、プラチナ（Ｐｔ）を素材とする管体の使用が可能であり、特に、金（Ａｕ）
はいずれも単極電位が一価と二価や三価の物理化学的性質を有するために、金（Ａｕ）を
素材にして作成された金製の管体がそれぞれに外側管体２４Ａに用いられる。この外側管
体２４Ａの両側部にはジョイント部９が設けてある。
【００４０】
内部管体２４Ｂは、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ）等の単極電位がマイナス電位の
物理化学的性質を有する非鉄金属管が使用される。
【００４１】
そして、外側管体２４Ａ内に内部管体２４Ｂを同心的で収容した状態で、外側管体２４Ａ
の中央部において、互いに対向する部位を押し潰し、これらの押潰部３０で内部管体２４
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Ｂを挾み込むことで、この内部管体２４Ｂが外側管体２４Ａ内に同心的に収容固定してあ
る。この場合、内、外部管体２４Ｂ、２４Ａ間には、押潰部３０を除いた部位の部分で外
側流路３１が形成してあり、また、内部管体２４Ｂ内には内部流路３２が形成してある。
【００４２】
一方の磁気処理体１と他方の磁気処理体２とは、図４に示すように、磁石保持ケース３、
３－１のそれぞれの合せ目（縁部）３ａ、３ａ－１で合わされる。また、接続管２４は、
半円状の溝部６、６－１が成すパイプ挟込み部である円形孔を貫通しており、一方の磁気
処理体１の永久磁石７と他方の磁気処理体２の永久磁石７－１とは接続管２４を挟んで対
向していて、永久磁石７の対向端部７ａはＳ極に、永久磁石７－１の対向端部７ａ－１は
Ｎ極にそれぞれなる。
【００４３】
この場合、磁石保持ケース３、３－１は連続する枠体を構成しており、この枠体は、いわ
ゆる磁気回路の一部を形成する。すなわち、一方の磁気処理体１の永久磁石７の対向端部
（Ｓ極）７ａから永久磁石７－１の対向端部（Ｎ極）７ａ－１に向かって磁束密度の高い
（４０００ガウス～８０００ガウス）の磁場が形成されて、２つの磁力線Ｆは接続管２４
を貫き、枠体１０を通過して永久磁石７に収束される磁気回路（誘導磁気複極閉回路）が
構成される。
【００４４】
この磁気回路の場合、磁石保持ケース３、３－１の角部は、曲げ角度が５６度以上のアー
ルにしてあるために、磁気漏れを無くし閉回路にすることにより、磁気効率を向上させて
いる。
【００４５】
このように磁気回路に発生した磁力線Ｆは接続管２４を貫き、この接続管２４内を流れる
処理対象としての流体（各種の陽、陰イオン及び帯電した微細粒子な荷電粒子を含む被処
理流体）の流れに対して直角な磁界を形成し印加する。
【００４６】
したがって、各種の陽、陰イオン及び帯電した微細粒子な荷電粒子を含む被処理流体の流
れに、直角に磁界が印加されることにより、いわゆるローレンツカを発生し、流体分子と
荷電粒子が相対運動、更には衝突を生じることになり、被処理流体中の各種原子の配列、
分布などの構造が変化して流体の性質が変化して、密度、表面張力、粘度、誘電率、電解
質の溶解速度などの増大、または電気伝導度、気体溶解度などの増大など、種々の効果を
生じるに至る。
【００４７】
水中生物の飼育施設としての養魚施設３０には、図１に示すように、飼育水域としての稚
魚池、養成池、親魚池、蓄養池等の養魚池（飼育槽）３１と、この養魚池３１に飼育用水
（真水又は海水）を循環させる飼育用水循環系３５とを備えている。この養魚池３１は円
形であり、池底部３２は、その中央部が最も低い円錐形状に形成してあり、この池底部３
２の中央部には排水口３３が設けてある。また、養魚池３１の周壁部３１ａの内周部には
ゼオライト濾過体４２が設置してある。このゼオライト濾過体４２は、例えば籠状体４３
内に多数個のゼオライト（沸石）４４を充填して構成してある。そして、養魚池３１の周
壁部３１ａの上方には注水管４１が配置してあり、注水管４１の注水口３４はゼオライト
濾過体４２の直上に位置している。
【００４８】
ゼオライトは、ナトリウム・カリウム・カルシウム等のアルカリ金属、アルカリ土金属を
含むアルミニウムの含水珪酸塩であり、このゼオライトは、四面体の中心にある珪素の一
部がアルミニウムに置き換えられ、その不足分を陽電荷をもつアルカリ金属、アルカリ土
金属で補っており、この種の陽イオンは空隙や空孔の中を比較的自由に動くことが出来る
状態であるので異った陽イオンを含む溶液と接するとお互に他と交換する。これがゼオラ
イトが陽イオン交換剤として利用出来る理由であり、一般に、塩基置換容量（Ｃ．Ｅ．Ｃ
）の値で表わされる。
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【００４９】
また、ゼオライトは、結晶水が他の鉱物に比して著しく多く、この結晶水は加熱していく
と、一度に放出されないで、ほとんど連続的に脱水するし、脱水しても、ゼオライトの結
晶構造は破壊されずに多孔質となるので、縦横に通ずる空隙および空孔は、あたかも海綿
のような構造となり、これに水分や各種ガスを吸着する。従って、脱水したゼオライトは
吸着剤となるわけである。
【００５０】
ゼオライトに多数存在する空隙および空孔はそれ程粗くはなく、その空隙および空孔の径
が３～６オングストローム（１オングストロームは１億分の１糎）で種類により概ね固定
している。　この空隙および空孔の大きさによって、分子をふるい分けることが出来て、
吸着剤や分離剤などに利用される。
【００５１】
そして、飼育用水循環系３５はウォーターポンプである循環ポンプ３６と濾過器３７とを
有しており、循環ポンプ３６の吸込み側３６ｂは濾過器３７の出口側３７ｂに配管３８を
介して接続してあり、濾過器３７の入口側３７ａは配管３９を介して養魚池３１の排水口
３３に接続してある。また、循環ポンプ３６の吐出側３６ａは配管４０を介して注水管４
１に接続してある。
【００５２】
そして、配管３８、３９、４０は流動管路としての循環管路の一部を構成しており、この
配管４０には磁気処理装置Ａが配置してある。なお、配管４０に磁気処理装置Ａを配置す
るには、磁気処理装置Ａの接続管２４のジョイント部９を利用して配管４０に接続するこ
とにより行われる。
【００５３】
したがって、循環ポンプ３６の駆動により、濾過器３７で濾過された飼育用水は配管４０
を介して注水管４１からゼオライト濾過体４２に落下するが、この場合、
飼育用水は磁気処理装置Ａを通過する。ゼオライト濾過体４２に落下した飼育用水は、こ
のゼオライト４４でさらに濾過された後、養魚池３１に注入される。そして、養魚池３１
の飼育用水は排水口３３から配管４ 0を経て濾過器３７に入り、この濾過器３７で濾過さ
れて循環ポンプ３６の吸込み側に吸込まれ、循環される。
【００５４】
飼育用水が磁気処理装置Ａを通過する場合、４０００～８０００ガウスの磁場に被処理流
体としての荷電粒子をもった飼育用水が一定の流速で直角に通過する。このために、飼育
用水のクラスターが細分化されると共に、電導率の高い荷電粒子ほどイオン化される。特
に、カリウム、カルシウム、マグネシウムなどイオン化傾向金属元素は磁場に透磁される
と反復運動をおこし、これらのイオン化傾向金属元素が結合物質から遊離し陰イオンと陽
イオンとを生成し、すなわち磁気分解して、上記したように飼育用水の性質が変化して、
密度、表面張力、粘度、誘電率、電解質の溶解速度などの増大、または電気伝導度、気体
溶解度などの増大等、種々の効果を生じる。
【００５５】
なお、飼育用水に毎秒１．２ｍから１．６ｍの流速を与えることで、この飼育用水が流れ
る接続管２４内で、飼育用水に微量に含有する金属元素（カルシウム、ナトリウム、マグ
ネシウム、カリウム、アルミニウム、鉄、チタン）（ミネラル成分）等の帯電体（荷電粒
子）に、静電気（流速毎秒１．２ｍでは０．０６ｍＡ、流速毎秒１．６ｍでは０．０８ｍ
Ａ）が発生する。
【００５６】
また、外側管体２４Ａが、金（Ａｕ）の単極電位がプラス電位の一価と二価や三価の物理
化学的性質（金Ａｕの場合の単極電位は１．７）を有する非鉄金属管で構成されており、
内側管体２４Ｂが、チタンＴｉ等の単極電位がマイナス電位の物理化学的性質（チタンＴ
ｉの単極電位は－１．７５）を有する非鉄金属管で構成されているために、外側管体２４
Ａと内部管体２４Ｂとの間に電位差が発生する。この電位差がイオン結合を不安定にさせ
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ている。
【００５７】
そして、一方の異方性磁気体である永久磁石７と他方の異方性磁気体である永久磁石７－
１との磁極Ｎ－Ｓ間に４０００ガウスから８０００ガウスの磁界を発生させて、この磁界
の磁気を接続管２４に印加することで起電力を発生させて、帯電体を接続管２６の素材が
有する＋イオンに反応させてイオン化（－イオン化）する。
【００５８】
これらのために、飼育用水を、それ自体の流速と磁気力の印加により性質を変化させて、
養魚池３１中の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝
酸化成細菌を増殖して、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、
また、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、養魚池３１内を養魚の飼育に適
した環境にすることができる。
【００５９】
また、飼育用水を磁力と流動と電位差により飼育用水のクラスターを細分化する機能に加
えてゼオライトが有する陽イオン交換機能、吸着機能を付加することができ、より養魚池
３１中の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸化成
細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、飼
育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、養魚池３１中を養魚の飼育に適した環境
にすることができる。
【００６０】
また、磁石保持ケース３、３－１の角部は、曲げ角度が５６度以上のアールにしてあるた
めに、外部への磁力線の漏洩が皆無になって、飼育用水の磁気処理化を円滑に行うことが
でき、磁力線の漏洩による他の制御装置への悪影響を押えることができる。
【００６１】
また、外側管体２４Ａと内側管体２４Ｂとの組合せが、上記した金（Ａｕ）とチタン（Ｔ
ｉ）の場合のみならず、プラチナ（Ｐｔ）とチタン（Ｔｉ）の場合等においても、上記し
た外側管体２４Ａと内部管体２４Ｂとの間に電位差が発生し、この電位差がイオン結合を
不安定にさせる。
【００６２】
なお、上記した実施の形態では、吐出側の配管４０に磁気処理装置Ａを配置するようにし
たが、図１に仮想線に示すように吸込み側の配管に磁気処理装置Ａを配置するようにして
もよい。
【００６３】
本発明に係る水中生物の飼育装置としては、金魚、その他の魚類、甲殻類、軟体動物等の
水中生物の飼育する飼育槽を備えた飼育施設５０にも利用することができる。
【００６４】
飼育施設５０には、図７に示すように飼育水域としての飼育槽５１と、この飼育槽５１に
水を循環させる飼育用水循環系５２とを備えている。この飼育槽５１はガラス製、透明な
アクリル樹脂製のボックス型の槽本体５１Ａを備えており、この槽本体５１Ａには蓋体５
１Ｂが装着してある。
【００６５】
そして、飼育用水循環系５２は循環ポンプ５３と濾過器（例えば、ゼオライト濾過体）５
４とを有しており、循環ポンプ５３及び濾過器５４は蓋体５２側で保持されている。すな
わち、循環ポンプ５３は、その駆動モーター５４部分で蓋体５１Ｂに保持されていて、大
部分は水中に没したロータリー式揚水ポンプである。
【００６６】
また、蓋体５１Ｂにはフイルター収容室５５が設けてあり、このフイルター収容室５５の
底部を構成する蓋体５１Ｂには給水口５６が設けてあり、このフイルター収容室５５にフ
イルター５７が収容してあり、フイルター５７の上方にはシャワーパイプ５８が配置して
ある。
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【００６７】
循環ポンプ５３の吸込み側管体５３ｂは水中に設置してあり、循環ポンプ５３の吐出側管
体５３ａは蓋体５１Ｂを貫通して槽本体５１Ａ外に導出してあって、シャワーパイプ５８
に接続してある。
【００６８】
そして、吐出側管体５３ａ、シャワーパイプ５８及び吸込み側管体５３ｂは，流動管路と
しての循環管路の一部を構成しており、この吐出側管体５３ａには磁気処理装置Ａが配置
してある。なお、配管４０に磁気処理装置Ａを配置するには、磁気処理装置Ａの接続管２
４のジョイント部９を利用して吐出側管体５３ａに接続することにより行われる。
【００６９】
したがって、上記した養魚施設３０に磁気処理装置Ａが配置した場合と同様に、磁気処理
装置Ａの磁気回路に発生した磁力線Ｆは接続管２４を貫き、この接続管２４内の内外流路
３２、３１を流れる処理対象としての飼育用水の流れに対して直角な磁界を形成し印加す
る。
【００７０】
したがって、ミネラル成分の分子を含む水の流れに、直角に磁気（磁力線Ｆ）が印加され
ることにより、いわゆるローレンツ力を発生し、ミネラル成分の分子をイオン化し細分化
することができる。すなわち、飼育用水のミネラル成分を磁気反応させてクラスターを細
分化し、且つイオン化する。
【００７１】
飼育用水に毎秒１．２ｍから１．６ｍの流速を与えることで、この飼育用水が流れる接続
管２４内で、飼育用水であるミネラル成分に微量に含有する金属元素（カルシウム、ナト
リウム、マグネシウム、カリウム、アルミニウム、鉄、チタン）等の帯電体（荷電粒子）
に、静電気（流速毎秒１．２ｍでは０．０６ｍＡ、流速毎秒１．６ｍでは０．０８ｍＡ）
が発生する。
【００７２】
また、外側管体２４Ａが、金（Ａｕ）の単極電位がプラス電位の一価と二価や三価の物理
化学的性質（金Ａｕの場合の単極電位は１．７）を有する非鉄金属管で構成されており、
内側管体２４Ｂが、チタンＴｉ等の単極電位がマイナス電位の物理化学的性質（チタンＴ
ｉの単極電位は－１．７５）を有する非鉄金属管で構成されているために、外側管体２４
Ａと内部管体２４Ｂとの間に電位差が発生する。この電位差が飼育用水のミネラル成分の
イオン結合を不安定にさせている。
【００７３】
そして、一方の異方性磁気体である永久磁石７と他方の異方性磁気体である永久磁石７－
１との磁極Ｎ－Ｓ間に４０００ガウスから８０００ガウスの磁界を発生させて、この磁界
の磁気を接続管２４に印加することで起電力を発生させて、帯電体を接続管２６の素材が
有する＋イオンに反応させてイオン化（－イオン化）するようにする。
【００７４】
このために、飼育用水を、それ自体の流速と磁気力の印加により性質を変化させて、飼育
槽５１中の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸化
成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、
飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育槽５１内を水中生物の飼育に適し
た環境にすることができる。
【００７５】
このように処理対象としての飼育用水は磁気処理本体Ａ－１により処理される。一対の永
久磁石７、７－１を向かい合わせることで磁場を発生させているために、飼育用水の流れ
を直角に貫く磁気力が強く、また、磁石保持ケース３、３－１の角部は、曲げ角度が５６
度以上のアールにしてあるために、外部への磁力線の漏洩が皆無になって、飼育用水の磁
気処理化を円滑に行うことができ、磁力線の漏洩による他の制御装置への悪影響を押える
ことができる。
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【００７６】
また、外側管体２４Ａと内側管体２４Ｂとの組合せが、上記した金（Ａｕ）とチタン（Ｔ
ｉ）の場合のみならず、プラチナ（Ｐｔ）とチタン（Ｔｉ）の場合等においても、上記し
た外側管体２４Ａと内部管体２４Ｂとの間に電位差が発生し、この電位差がミネラル成分
のイオン結合を不安定にさせる。
【００７７】
また、上記した飼育施設５０は上部濾過式の一体型であるが、図８に示す外部濾過式の別
置型の飼育施設５０－１にも磁気処理装置Ａが配置されるものである。この飼育施設５０
－１は、飼育槽６１とは別置の、この飼育槽６１に飼育用水を循環させる飼育用水循環系
６２とを備えている。
【００７８】
そして、飼育用水循環系６２は濾過器部６３に揚水ポンプ部６４を連結して構成してあり
、揚水ポンプ部６４の吸込み側は濾過器部６３内の濾過材（図示せず）（例えば、ゼオラ
イト濾過体）中に差し込まれている。そして、この濾過器部６３に設けた吸込み口６３ａ
には吸込み側管体６４ｂが接続してあり、この吸込み側管体６４ｂの先側は飼育槽６１の
水中に設置してあり、揚水ポンプ部６４の吐出側管体６４ａの先側は飼育槽６１の水中に
設置してある。
【００７９】
そして、吐出側管体６４ａ、吸込み側管体６４ｂは流動管路である循環管路の一部を構成
しており、この吐出側管体６４ａには磁気処理装置Ａが配置してある。なお、吐出側管体
６４ａに磁気処理装置Ａを配置するには、磁気処理装置Ａの接続管２４のジョイント部９
を利用して吐出側管体６４ａに接続することにより行われる。
【００８０】
したがって、上記した飼育施設５０に磁気処理装置Ａが配置した場合と同様に、磁気処理
装置Ａの磁気回路に発生した磁力線Ｆは接続管２４を貫き、この接続管２４内の内外流路
３２、３１を流れる処理対象としての飼育用水の流れに対して直角な磁界を形成し印加し
て、飼育用水を、それ自体の流速と磁気力の印加により性質を変化させて、飼育槽６１中
の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸化成細菌を
増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、飼育用水
のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育槽６１内を水中生物の飼育に適した環境に
することができる。
【００８１】
なお、水中生物の飼育装置としては、養魚施設のほかに、活魚飼育施設、金魚飼育施設及
び水族館のような観賞用水槽施設等の飼育施設を含むものであり、活魚飼育施設、金魚飼
育施設及び水族館のような観賞用水槽施設等の飼育施設の飼育用水の循環系に磁気処理装
置Ａを設けて、飼育用水に磁気力を与えることによって、この所定の流速で流動する飼育
用水のクラスターを磁気力により細分化して、飼育水域の植物プランクトンによる水質浄
化を促進させ、また、硝酸化成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の
酸化反応を促進させ、また、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域
内を水中生物の飼育に適した環境にする。
【００８２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る水中生物の飼育装置によれば、水中生物の飼育装置に
おいて、磁気処理装置により飼育用水に磁気力を与えることによって、この所定の流速で
流動する飼育用水のクラスターを磁気力により細分化して、飼育水域の植物プランクトン
による水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸化成細菌を増殖し、その活性を
発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、飼育用水のイオン化により雑
菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を水中生物の飼育に適した環境にすることができる。
【００８３】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置によれば、飼育用水に、例えば、毎秒１．２ｍか
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ら１．６ｍの流速を与えることで、この飼育用水が流れる管路（接続管）内で、飼育用水
に微量に含有する金属元素（カルシウム、ナトリウム、マグネシウム、カリウム、アルミ
ニウム、鉄、チタン）等の帯電体（荷電粒子）に、静電気（例えば、毎秒１．２ｍでは０
．０６ｍＡ、流速毎秒１．６ｍでは０．０８ｍＡ）が発生し、接続管において外側管体と
内部管体との間に電位差が発生することでイオン結合を不安定にさせると共に、一方の異
方性磁気体と他方の異方性磁気体との磁極間に、例えば４０００ガウスから８０００ガウ
スの磁界の磁気を接続管に印加することで起電力を発生させて、帯電体を接続管の素材が
有する＋イオンに反応させてイオン化させることができる。
【００８４】
このように、飼育用水を磁力と流動と電位差により飼育用水のクラスターを細分化して、
飼育水域の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることができるし、また、硝酸化
成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、
飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を水中生物の飼育に適した
環境にすることができる。
【００８５】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置によれば、２種類の非鉄金属のそれぞれが有する
電位（Ｈ＝０Ｖ基準の標準電位）の差（電位差）を確実に発生させることができる。この
ために、より飼育用水のイオン結合を不安定にさせることができる。
【００８６】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置によれば、飼育用水を磁力と流動と電位差により
飼育用水のクラスターを細分化する機能に加えてゼオライトが有する陽イオン交換機能、
吸着機能を付加することができ、より飼育水域中の植物プランクトンによる水質浄化を促
進させることができるし、また、硝酸化成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニ
ヤ態窒素の酸化反応を促進させ、また、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して
、飼育水域内を水中生物の飼育に適した環境にすることができる。
【００８７】
また、本発明に係る水中生物の飼育装置によれば、養魚施設、活魚飼育施設、金魚飼育施
設及び水族館のような観賞用水槽施設等の飼育施設において、磁気処理装置により飼育用
水に磁気力を与えることによって、この所定の流速で流動する飼育用水のクラスターを磁
気力により細分化して、飼育水域の植物プランクトンによる水質浄化を促進させることが
できるし、また、硝酸化成細菌を増殖し、その活性を発現させてアンモニヤ態窒素の酸化
反応を促進させ、また、飼育用水のイオン化により雑菌の繁殖を抑制して、飼育水域内を
水中生物の飼育に適した環境にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る水中生物の飼育装置の構成説明図である。
【図２】　磁気処理装置の斜視図である。
【図３】　同磁気処理装置の側面図である。
【図４】　図３のＸ－Ｘ線に沿う断面図である。
【図５】　同磁気処理装置における磁気処理体の正面図である。
【図６】　同磁気処理体の一部省略した斜視図である。
【図７】　本発明に係る他の水中生物の飼育装置の構成説明図である。
【図８】　本発明に係る別の他の水中生物の飼育装置の構成説明図である。
【図９】　水処理器に使用される磁気処理装置の斜視図である、
【図１０】　同磁気処理装置の分解状態の斜視図である。
【符号の説明】
１　　　　　一方の磁気処理体
２　　　　　他方の磁気処理体
３　　　　　一方の磁石保持ケース
３－１　　　他方の磁石保持ケース
３ａ　　　　合せ目
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３ａ－１　　合せ目
６　　　　　溝部
６－１　　　溝部
７　　　　　一方の永久磁石（一方の異方性磁気体）
７－１　　　他方の永久磁石（他方の異方性磁気体）
２４　　　　接続管
２４Ａ　　　外側管体
２４Ｂ　　　内側管体
３０　　　　養魚施設
３１　　　　養魚池（飼育水域）
３５　　　　飼育用水循環系
３６　　　　循環ポンプ
３７　　　　濾過器
５０　　　　飼育施設
５０－１　　飼育施設
５１　　　　飼育槽（飼育水域）
５２　　　　飼育用水循環系
５３　　　　循環ポンプ
５４　　　　濾過器
６１　　　　飼育槽（飼育水域）
６２　　　　飼育用水循環系
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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